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■開催にあたって■ 
 

企業不祥事が連日報道される現代において、内部通報制度が不祥事防止のために有用

であることが多く指摘されています。本セミナーでは、内部通報制度の設計や運用の基本

について学ぶとともに、通報を受けた場合の対応方法についてロールプレイング形式で学

びます。内部通報制度の窓口担当者のみならず、相談を受ける立場にある管理職の皆

様にも業務に生かしていただける事例を用います。 

 
 

１．理論編 

（１）現代における内部通報制度の位置付け 

   ・不祥事と内部通報／内部告発 

   ・なぜ内部通報制度が不祥事防止につながるのか 

（２）公益通報者保護法の基本 

   ・内部通報窓口と公益通報者保護法の関係とは 

（３）内部通報制度の設計 

   ・相談窓口をどこにするか（それぞれのメリット・デメリット） 

   ・何について通報できるものとするか 

   ・周知の方法 

（４）内部通報制度の運用 
 
２．ロールプレイング編 

（１）ハラスメント事案をもとにしたロールプレイング 

通報者役、対応管理職役、内部通報担当者役に分かれて実際に相談対応を 

していただきます。 

（２）相談対応のコツや注意点についての解説 

    演習を受けて講師からコメントします。 
 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 ■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 
後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

① 法務部門、総務部門、監査部門、人事部門などの関連部門において「内部通報制度」の 

構築、運用に携わるご担当者 

② 部下などから相談を受ける立場にあり、内部通報制度について理解を深めたい管理職の方 

2001 年慶應義塾大学法学部政治学科卒業。2006 年立教大学大学院法務研究科卒業。2007 年弁護士登

録。鳥飼総合法律事務所入所。 2016 年 和田倉門法律事務所参画。著書・論文に「月刊総務【総務担当

者が知っておきたい民法の基礎】」（ウィズワークス株式会社）等。不正調査・不祥事対応、人事労務問題対

応・予防などに取り組む。 
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ご参加頂きたい方 

税込・資料代含 

  
３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） ３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

本セミナーは『社内研修』としての開催も可能です。詳しくは下記担当までお問い合わせください。 


